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1　は じ め に

筆者はこの原稿を新型コロナウイルス感染症（以下，

COVID-19）の療養中に書いている．筆者が COVID-19

に感染していることが判明したのは，2022 年 7 月 30

日だった．この日，筆者は病院に行き，鼻に綿棒の様な

スティックを差し込んで検体を採取し，「抗原検査キッ

ト」で検査してもらった．検体を採取して，数十分程度

で結果を知ることが出来たお陰で，すぐに感染対策をと

ることが出来た．筆者はこの検査を病院で実施したが，

既に薬局やネット通販などでも一般の人がこの検査キッ

トを気軽に購入することができるようになっている．こ

のように，誰もが迅速に検査をすることができるという

ことは，感染の拡大を防止するための対策を進めるため

に重要である．

分析化学（科学）と聞くと，専用の装置を用いて微量

な化学物質を高精度で検出するというイメージが先行し

がちである．もちろんそれは重要なことであるが，筆者

が受けた COVID-19 の抗原検査キットでの検査のよう

に，誰もが検査を簡単に受けることができる簡易検査

キットの存在は，SDGs（sustainable development goals，
持続可能な開発目標）の基本理念「誰一人取り残さない

（leave no one behind）」を達成していくうえで極めて重要

なものだと考えられる．SDGs とは，2015 年 9 月に開

催された「国連持続可能な開発サミット」で採択された

「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための

2030 アジェンダ」（以後，SDGs の目標・ターゲットの

表記はすべて外務省訳1）に従う）に記載された 2030 年

までに持続可能でよりよい世界を目指す 17 の目標

（Goal）と 169 のターゲット（到達目標）からなる国際

目標のことであり，2020 年 1 月にはこの取り組みのス

ピードを速め，規模を拡大するための「行動の 10 年

（Decade of Action）」がスタートしている2）．

しかしながら，UNDP（国連開発計画）が 2022 年に

発行した特別報告書によると，COVID-19 のパンデミッ

ク（世界的大流行）により，1990 年から測定を開始し，

右肩上がりだった人間開発指数（HDI：human develop-
ment index）が，2020 年に初めて減少に転じ，5 年分

の前進を取り崩さねばならない程劇的に減少した3）．

HDI は，世界の教育（識字率），健康（平均寿命），生

活水準（GDP）を総合した尺度であり，SDGs の目標 1

「あらゆる場所で，あらゆる形態の貧困に終止符を打つ」

や，目標 2「飢餓に終止符を打ち，食料の安定確保と栄

養状態の改善を達成するとともに，持続可能な農業を推

進する」，目標 3「あらゆる年齢のすべての人々の健康

的な生活を確保し，福祉を推進する」，目標 4「すべて

の人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し，生涯

学習の機会を促進する」，目標 8「すべての人のための

持続的，包摂的かつ持続可能な経済成長，生産的な完全

雇用およびディーセント・ワーク（働きがいのある人間

らしい仕事）を推進する」などと深い関係があり，これ

らの目標が COVID-19 のパンデミックにより後退した

と考えられる．

筆者は，和歌山高専で機械工学を学んだ後に，人が自

然環境に与える影響を調べて解決したいという想いから

広島大学に編入学して環境科学を学び，その後分析機関

での仕事を経て広島大学で留学プログラムの引率などの

国際交流の仕事をしていた．そのうちに，環境保全と国

際理解は平和構築に繋
つな

がるという想いを強くし，広島大

学平和センターに移り，環境保全と国際理解の視点から

平和について研究・教育をしていた．現在は呉高専にお

いてそれらと技術との繋がりについて学生に伝えてい

る．筆者と分析とのかかわりは環境科学の研究を行って

いた際の水分析，分析機関での勤務経験程度であるの

で，分析技術の最新情報に精通しているわけではない

が，本稿では筆者のこれまでの経験をもとに，分析科学

の平和への貢献という視点から，分析科学の SDGs に

ついて考えてみたい．

2　分析科学の SDGsへの貢献

SDGs の目標とターゲットは，People（人間），Pros-
perity（豊かさ），Planet（地球），Peace（平和），Part-
nership（パートナーシップ）の「5 つの P」に分類でき

る1）．本稿は，この「5 つの P」に沿って，分析科学の

SDGs への貢献について考えていきたい．

2･1　分析科学と平和

初めに，Peace（目標 16）について考えたい．平和学

の父と呼ばれる J.Galtung は，暴力を「直接的暴力」と

「構造的暴力」に分けた．前者は，戦争や内戦における

ように，人が直接手を下す暴力，換言すれば行為主体が

明確な暴力のことを指し，後者は飢餓，貧困のように，
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直接暴力をふるう主体がなくとも，社会の構造により人

間の可能性が損なわれることを指す4）．そして，構造的

暴力を積極的に排除することを「積極的平和（positive 
peace）」，これに対し軍事的均衡で単に戦争のない状態

を維持するだけの状態を「消極的平和（negative peace）」

と定義した．

SDGs の目標 16 には「持続可能な開発に向けて平和

で包摂的な社会を推進し，すべての人に司法へのアクセ

スを提供するとともに，あらゆるレベルにおいて効果的

で責任ある包摂的な制度を構築する」が掲げられてお

り，ターゲット 16.1「あらゆる場所において，全ての

形態の暴力及び暴力に関連する死亡率を大幅に減少させ

る」と定められているが，このすべての形態の暴力には

「構造的暴力」も含まれていると考えると，COVID-19

のパンデミックで，先進国からワクチンの供給が増加し

たものの，手洗いなどの基礎的な衛生施設が使えないた

めに高い感染リスクを抱えている地域ほどその供給が遅

れたという状況は，構造的暴力をさらに拡大させたとも

考えられよう．COVID-19 の感染の有無を迅速に分析

できる抗原検査キットの普及により，どこでも，誰でも

簡単にその検査ができるようになることで，COVID-19

に対し的確な対応が可能となり，感染拡大を少しでも防

止することができれば，構造的暴力を削減するという意

味で SDGs の目標 16 の達成に貢献するといえるのでは

ないだろうか．

2･2　分析化学と People（人間）
次に People（目標 1-6）にかかわる内容について考え

たい．分析化学は，私たちが目や鼻や耳だけでは分から

ない物質の有無や濃度を数値にして示し，定量・定性し

てくれるものである．ここで，「分析化学」と「分析科

学」を使い分けているのは，前者が物質の量や性質を測

定するということを表すのに対し，後者はその結果を元

に社会の諸問題を明らかにしていくという，より広い概

念を示していると考えるためである．

筆者の研究テーマの一つである環境科学の分野におい

ても，分析化学は欠かせない．この分野においても，薬

品を入れたチューブに試験水を吸い込むことで，誰でも

数分で化学分析が行える簡易分析キットなどが開発され

ており，分析科学が簡易化され，身近なものとなってい

る．分析化学の簡易化により，工場排水などの水質の簡

易検査に用いられることで，異常をすぐに検出すること

が出来るようになっているのはもちろん，これまで環境

学習を行いたいが自分で高度な分析機を用いて分析を行

うことが難しい子供たちが簡易分析キットで分析科学を

経験したり，高度な機械がない開発途上国などにおいて

も分析ができるようになったことによる社会への影響に

ついても考えてみたい．

前述の COVID-19 の「抗原検査キット」は，人々の

健康を守ることを通じて，構造的暴力の拡大を防ぐこと

に貢献しているが，開発途上国などにおいて簡単に水質

などを測定できるということは，そこで起きる水質汚染

を早期に発見し，その防止策を講じることができるよう

になるということを意味する．歴史を振り返ってみる

と，環境破壊が原因となり，争いが起きている．例え

ば，1956 年に発生が確認された水俣病では，1973 年

以降，補償協定に従い，水俣病と認定された患者には一

時金，年金，医療費などの補償金が支払われた．その補

償金を使って，患者が生活しやすいように住宅改善や新

築住宅の建設が行われた．それを見た市民はその住宅を

「奇病御殿」と呼んでいた5）．このように水俣病ではそ

の認定基準と補償金により，患者と認定された人とされ

なかった人との間に分断が引き起こされた．水俣病はま

さに分析科学により，その原因が明らかになった事例で

あ る が，2017 年 5 月 に「 水 銀 に 関 す る 水 俣 条 約 」

（Minamata Convention on Mercury）が発効されたことが

示すように，まだ世界においては水銀及び水銀化合物の

人為的排出が続いている．簡易水質測定キットの普及に

より，このような水質汚染などを早期に発見し，その影

響を抑えることが出来れば，目標 6「すべての人に水と

衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する」のター

ゲット 6.3「2030 年までに，汚染の減少，投棄の廃絶

と有害な化学物・物質の放出の最小化，未処理の排水の

割合半減及び再生利用と安全な再利用の世界的規模で大

幅に増加させることにより，水質を改善する」に貢献

し，それは前述の目標 3 の達成にも繋がると考えられ

る．

また，子供たちが簡易分析キットを使うことで，「な

ぜだろう？」と思ったことを自ら探究することができる

ことも人材育成の側面で大きな意味を持つと考えられ

る．簡易分析キットを用いて，分からないことを調べて

明らかにしていくという分析科学を子供のうちに体験す

る人が増えれば，社会における科学への理解が深まり，

分析機器やその仕組み，分析手法に興味を持ち，分析科

学を志す人材を将来的に増やすことにも繋がるかもしれ

ない．これは目標 4 の質の高い教育の達成に貢献する

と言えるのではないだろうか．

2･3　分析化学と Planet（地球）
次に，Planet（目標 12-15）に関する内容について考

えたい．筆者が勤務していた分析機関には牡蠣をはじめ

とした食品や簡易専用水道のタンクの水など，様々な検

体が毎日運び込まれていた．その分析には当然薬品など

を用いて，食中毒などを防ぐため，検出されてはいけな

い菌がいないか，また川や工場，マンションなどの水道

用のタンクの水や井戸水が基準値を満たしているかどう

か調べて検査証を出していた．これらの検査は，食べる

人，水を使う人の健康と安全を守るものであり，もちろ
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ん目標 3 に貢献している．これを，Planet に関する目標

との関係で見ていくと，分析により適切な賞味期限を示

すことで，食品ロスを減らすことにも繋がり，SDGs の

目標 12「持続可能な消費と生産のパターンを確保する」

のターゲット 12.3「2030 年までに小売・消費レベル

における世界全体の一人当たりの食料の廃棄を半減さ

せ，収穫後損失などの生産・サプライチェーンにおける

食品ロスを減少させる」に貢献することができると考え

られる．

また，かつてより減少したとはいえ，分析に伴い排出

される廃水の処理には電力が必要なため，廃水の削減は

その処理に使用する電力の削減に繋がる．つまり，これ

はターゲット 12.4「2020 年までに，合意された国際

的な枠組みに従い，製品ライフサイクルを通じ，環境上

適正な化学物質や全ての廃棄物の管理を実現し，人の健

康や環境への悪影響を最小化するため，化学物質や廃棄

物の大気，水，土壌への放出を大幅に削減する」に加

え，化石燃料を使用した発電が多い現状では，温室効果

ガス排出の削減にも繋がるため，目標 13「気候変動と

その影響に立ち向かうため，緊急対策を取る」に貢献す

ることにも繋がる．

気候変動や目標 15「陸上生態系の保護，回復および

持続可能な利用の推進，森林の持続可能な管理，砂漠化

への対処，土地劣化の阻止および逆転，ならびに生物多

様性損失の阻止を図る」を進めるための生態系の調査に

おいても分析科学は多大な貢献をしてきたが，近年世界

的に注目されている海洋プラスチックごみの問題の解決

にも，分析科学が貢献するところは大きいと考えられ

る．マイクロプラスチックの生態系への影響などの解明

にも分析科学は貢献しているが，ここでは環境中から回

収した後のプラスチックの資源化に注目してみたい．

2019 年 6 月に開催された G20 大阪サミットで共有さ

れた 2050 年までに海洋プラスチックごみによる追加的

な汚染をゼロにまで削減することを目指す「大阪ブ

ルー・オーシャン・ビジョン」を経て，日本国内でのプ

ラスチックの資源循環の促進を目指すプラスチック資源

循環促進法が 2022 年 4 月に施行された．循環型の社

会の形成を進める際には，プラスチック製品の利用の削

減，リユース，リサイクルを進める必要がある．リサイ

クルには，製品を原料に戻して再度製品化するマテリア

ル・リサイクルと，プラスチックを燃やした際に発生す

る熱を利用するサーマル・リサイクルがあり，一般社団

法人プラスチック循環利用協会によると，2020 年の日

本のプラスチック廃棄物のうちマテリアル・リサイクル

されたものは 21 ％ しかなく，サーマル・リサイクルが

63 ％ を占めていた6）．資源の循環利用という意味では

マテリアル・リサイクルを進めることが重要であるが，

そのためにはプラスチックをその組成ごとに分別してい

く必要があり，ここでも分析技術が不可欠である．この

回収プラスチックの再資源化による海洋プラスチックご

みをゼロにする取り組みは，SDGs の目標 14「海洋と

海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し，持続可能な

形で利用する」のターゲット 14.1「2025 年までに，

海洋ごみや富栄養化を含む，特に陸上活動による汚染な

ど，あらゆる種類の海洋汚染を防止し，大幅に削減す

る」に関連する内容で，分析科学はこの分野でも貢献で

きると考えられる．

2･4　分析化学と Prosperity（豊かさ）
次に分析科学と Prosperity（目標 7-11）のかかわりに

ついて考えてみたい．分析科学には，力を必要とするも

のが少ないので性別や障害の有無に関係なく活躍し易い

分野である．これは SDGs の目標 5「ジェンダーの平等

を達成し，すべての女性と女児のエンパワーメントを図

る」に貢献するように見えるが，ターゲットを詳しく見

てみると，むしろ目標 8 のターゲット 8.5「2030 年ま

でに，若者や障害者を含む全ての男性及び女性の，完全

かつ生産的な雇用及び働きがいのある人間らしい仕事，

並びに同一労働同一賃金を達成する」とかかわりが深い

分野と考えられる．目標 5 の達成に向けては，ターゲッ

ト 5.5「政治，経済，公共分野でのあらゆるレベルの意

思決定において，完全かつ効果的な女性の参画及び平等

なリーダーシップの機会を確保する」という点への貢献

の可能性が高く，分析科学における意思決定の場に女性

をさらに積極的に登用することで分野内での考え方の多

様性が広がり，同時にターゲット 8.5 の内容の到達が早

まると考えられるため，ターゲット 5.5 の達成に尽力す

ることがターゲット 8.5 の達成のためにも重要である．

分析科学の技術革新の影響に注目すると，分析技術の

進歩は日進月歩で，まさに目標 9「強靭なインフラを整

備し，包摂的で持続可能な産業化を推進するとともに，

技術革新の拡大を図る」へ貢献している．筆者は海洋で

の環境 DNA を用いた研究にかかわっているが，これま

で現地で長時間かけて目視観測をしていた生物の種類と

量の調査が，水を採取し，この中に含まれる DNA を分

析することで可能になり，労力と作業時間の大幅な削

減，つまり省力化が進み、より広範囲を対象とした調査

が行えるようになってきた．

上記のような分析科学の省力化は，目標 12 の企業の

社会的責任の達成にも貢献するのではないかと筆者は考

えている．近年注目されるようになってきた「エシカル

（ethical，倫理的な）消費」は，人や環境に配慮した消

費行動のことで，筆者が「エシカル」に関する新聞記事

や出版物の発行数を調査したところ，2009 ～ 2010 年

以降急増していた7）．エシカル消費は，消費者の基準が

変化してきているという傾向を示したものであるが，投

資の世界においても 2006 年に提唱された国連責任投資

原則（PRI：principles for responsible investment）により，
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従来の売上高や利益，保有財産などの財務情報だけでな

く， 環 境（environment）， 社 会（social）， ガ バ ナ ン ス

（governance）要素も考慮した ESG 投資が推奨されたこ

とで，その市場が拡大してきている．世界持続的投資連

合（GSIA）の報告によると，その投資額は 2018 年か

ら 2020 年にかけて 15 ％ 増加し 35.3 兆ドルに達し，全

運用資産に占める比率は 35.9 ％ に達している8）．この

変化が意味することは，企業が生産活動を行う際に，人

権や環境への配慮を行うことがこれまで以上に重要視さ

れてきているということである．2011 年に国連人権理

事会が承認した「ビジネスと人権に関する指導原則」9）

では，企業がその原料の供給元にさかのぼって人権侵害

に対し，責任を負うという人権デュー・ディリジェンス

（注意義務）が明記されている．分析の省力化や簡易化

は，企業の生産現場において，環境汚染などに起因する

人権侵害が起こっていないか確認をする労力を減らし，

これらの取り組みの促進に貢献しうると考えられる．

2･5　分析化学と Partnership（パートナーシップ）
最後に分析化学と Partnership（目標 17）について考

えてみたい．目標 17 は「持続可能な開発に向けて実施

手段を強化し，グローバル・パートナーシップを活性化

する」である．先述のように，分析科学は，私たちが直

面している気候変動や貧困問題などのグローバル・イ

シューの解決に欠かせないものである．ただし，これら

は分析科学のみで解決できることではなく，異分野や新

しい技術との連携によりその貢献の可能性をさらに拡げ

ることができると考えられる．

近年急速に発達する AI（Artificial Intelligence，人工知

能）は，私たちの社会を大きく変えつつある．これは大

量のデータから機械が自動的に特徴を抽出し，機械学習

するディープラーニングの進展により，その画像認識の

精度が急速に高まったことの影響が大きい10）．分析科

学の今後の可能性を考えたとき，AI の活用によるさら

なる簡易化・省力化の進展が期待される．すでに，

ディープラーニングを用いた橋梁やトンネルなどのコン

クリート構造物の劣化・損傷の自動検出や11），河川の

水位12）や水質13）を予測する方法の開発が進んでいるが，

これらの精度が上がり，普及が進むことで，画像の撮影

のみで様々な環境データなどが取得できる社会が実現し

ていくと予想される．これが実現すれば，分析機器がな

くともカメラや通信技術の利用が進むだけで，全世界で

ほぼ同時に同じ精度の分析を行うことが可能となる．こ

れは SDGs のターゲット 17.8「2017 年までに，後発

開発途上国のための技術バンク及び科学技術イノベー

ション能力構築メカニズムを完全運用させ，情報通信技

術（ICT）をはじめとする実現技術の利用を強化する」

の内容と一致しており，これを進めることは，目標 17

の達成に貢献すると考えられる．

3　ま　と　め

本稿では，分析科学の平和への貢献という視点から，

分析科学の SDGs 達成への貢献について「5 つの P」の

分野ごとに考察した．特に分析技術の簡易化が市民生活

に与える影響，また開発途上国にその普及が進むことの

意義について言及した．

ここで書いたことは，論文や公的機関の報告に基づい

てはいるものの，筆者のこれまでの経験をもとに記述し

ており，SDGs への貢献の程度やその評価方法，必要な

時間などは考慮していない．しかし，分析技術の進歩は

間接的にではあるが，構造的暴力を削減し，平和な社会

の実現にも貢献すると信じている．
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